
灘
鰐
叢

.
行

㌣

、

恐
調

叢

鎌

倉

時

代

の

土

地

制

度

・

:

・
・

租

税

の
浦
㎜溌

:

・
.
■

水

戸
藩

に
於

け

る
各

種

の
貯
穀

・

海

運

の
濁

占

よ
り
生

ず

る

利
猛

・

時

臨
調

復

興
事

業

と
糎

濟

界

の
現
況

・
:

・
・

震

災

の
教

訓

と
復

興

問

題

・

説

・

苑

マ

ル
サ

ス

の
地

代

論

に
就

て

・

京

都

市

に
於
け
る
家

賃

の
統

計

的

研
究

・

労

働

生

産

力

と
労

賃

・

難
脳

鋒

安

政

震
災

の
復
蕾

策

に
就

て

・
・

震

災

地

と
産
業

組

合

:

.
文
學
博
士

三

浦

周

行

.
渋
墨
博
士
.
騨

戸

正

、雄

.
法

學

士

本

庄

榮

治

郎

・
注

學

士

小

島

昌

太

郎

・
法
學
博
士

河

田

、
嗣

郎

、

:

法
學
博
士

山

本

美

越

乃

.
経
済
學
士

.
経
済
學
士

、
経
済
學
士

森 岡 谷

耕 崎 口

二 丈 吉

郎 規 彦

・
法

學

士

本

庄

榮

治

郎
.

・
経
済
學
土

大

森

健

作

吼』 「'い曹静 司 匹「`一 ρ.
婦」.占一一.r.一一一 「一.

一.̂一._



説

苑

マ
ル
サ

囚
⑳
翫
代
論
に
就
て

第
十
七
巻

(第
五
號

】
O
八
)

七

〇
六

百死

花

マ
ル
.サ
ス
の
地
代
論

に
就

て

(

一
)

谷

口

吉

彦

面日

次
1

一
「

マ
ル
サ

入
ご
リ

カ

ア
ド

の
地
代

論

二

、

マ
ル
サ

ス
の
『地

代

・
…

に
附

す

る
研
究
』

=

、

マ
ル
サ

ス
當
時

の
肚

會
的

事

情

四
、
プ
カ
ナ

ン
の
地
代
論
〔以
上
本
號
掲
載
、
以
下
次
號
〕

五
、

マ
ル
サ
ス
の
地
代
論

大
-
結
盟

一

今

日
地

代
論

ε
謂

へ
ば

、
殆

ん
ざ

リ

ヵ
ア

ド
の
名

ε
離

れ
る

こ
ε
の
出
家
な

い
も

の
ご
な

っ
て
居

る
が
、
併

し

既

に
多
く

の
學
者

の
認
む

る
様

に
、

リ
カ
ア
ド
に
先

だ

つ
四
十

年
前

に
於

て
、

ア

ソ
ダ
ー

ス
ソ
の
地

代
論

が
あ
り

ま
π
彼
れ

に
先

だ

つ
敬

年
前

に
於

て
、

マ
ル
ナ

ス
及

び
ウ

エ
ス
ト
の
地

代
論

が
あ

る
。
是
等

の
學
者

の
中

何

れ
を

以

っ
て
其

の
創
唱
者

ε
看

做
す

べ
き
か
P

此
庭

で
は
輩

に
ボ

ナ
ー
を
引
用
す

み
に
止

め
て
播

く
。
日
一

、

『
マ
ル
サ

ス
賎

、
正
し
く
英
國

に
於

て
地

代

に
關
す

る
脛

演
説
を

明
瞭

に
解
説

し
錠
最
初

の
人

で
あ

る
ε
考

へ
ら

る

、
。

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
ご
同
時
代

の
博

士

ジ

ェ
ー

ム

ズ
・
ア

ソ
ダ

ー
ス
ソ
は
、
疑
も

な
く
彼

れ
以
前

に
於

て
、
此

の
問
題

に
關

し

マ
ル
サ

ス
ε
同

じ
見

解
を
探

っ
て
居

た
が
、
併

し

ア
ソ
グ

ー

ス
ソ
は
、
経
済
學

者

ε
し

て
よ
り
は

寧

ろ
農
業
家

≦
し
て
知
ら

れ
て
居

た
陀

め
で
も

あ
ら

う

か
、
其

の
説

の
遣
奏

者
を
有

し
な

か

つ
π
様

で
あ
る
。

1)AnderSDnの 地 代 論 為.MVP=注 意Uこ の にM'Cl1110〔:hで あ ら う。

(1850)P.XLVIII,pp.452-453.及 び'・Nt脚culloch'sed,,WealthofNations"

同 氏TheLiteratureofPolificalEconomy(1845)PP.68..一7D参 照
2)Bonar,'MalthusqndHisw。rkO885)PP.221-222・

1りE[lwar(1We～tの 匿i名

『
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⊃

入

一
五

年
ウ

ェ

入
子
及

び

マ
ル
サ

ス
に
依

っ
て
成

さ
れ
陀
地
代

に
閲
す

る
眞

の
學

説

の
圃
時
再
瀬
見

(。。
弓

・

吉
富
昌
8
口
の
器
O
冨
6
0く
o
屯
)
は
、
恰

か
も

一
八
五
九
年

ウ

方
レ
ー

ス
及

び
ダ

ー
ウ
井
ソ
に
依

っ
て
成

さ
れ
た

ダ
ー
ウ
井

び

の

ン
説

の
同
時

頚
見

(
QD
闘ヨ
=
一言
ロ
8
鵠

ユ
誓

9
、。
蔓

)
ε
対

比
す

る
こ

ご
が
出

來

る
で
あ
ら
う
」

ε
。

而

し
て
り

ヵ
ア
ド
の
地

代
論
が
決

し

て
彼

れ
の
創

唱

に
あ
ら

ざ

る
こ

ε
は
、

り

ヵ
ア
ド
自
身
も

明
か
に
認

む

る

所

で
あ
る
。

彼
れ
は

「
八

一
七
年
「
経

済
及

び
租
税

原

論
」
を
公

に
す

る
に
當

り

、
『序

文
」
に
於

て
次

の
如

く
謂

ふ

「
一
八

一
五
年

マ
ル
サ

ス
氏

は
其

の
「
地
代

の
性
質

及

び
増
進

に
關
す

る
研
究
」

に
於

て
、
ま
た
「
オ
ク
ス
フ
ナ
ー

み

ド
大
學
々
土
倉
員
」
は
其
の
「
土
地
に
劃
す
る
資
本

の
投
下
に
關
す

る
論
文
」

に
於
て
、
殆
ん
ご
同
塒
に
地
代
の
異

り

の
學

誘
な
世

に
獲
表

し
だ
」

亡
。

帥

ち

ゾ
カ
ア
ド
の
主
要

な
目
的
は
、
地
代

論

の
解

説
を
す

る

こ
ε
よ
り
も

、
寧

ろ
先

人

の
唱

ふ

る
地

代

の

『
藁

の

の
學
説
」
を
基
礎
`
し
て
、
そ
れ
以
上

の
も
の
一

「
利
潤
及
び
勢
賃
の
諸
法
則
井
び
に
租
挽
の
作
用
』
一

を
闡

明
す

る
に
あ

っ
た
も

の

、
様

で
め

る
。

更

に

リ
カ
ア
ド
の
地
代

論
が
主

ε
し
て

マ
ル
サ

ス
に
負

ふ
も

の
な
る

こ
ご
は

、
彼
れ
が

一
入

一
五
年

分

に
し
た

『
穀
物

の
低

き
償
幣

が
資
本

の
利
潤

に
及

ぼ
す

影
響

に
關
す

る

一
論
」
の
中

に
於
て
、

リ
ヵ

ア
ド
自
身

の
明

か
に
認

む

る
所

で
あ

る
。
彼

れ
は
其

の
『
緒

言
」
に
於

て
、
彼

れ
の
地

代
論
が

マ
ル
ナ

ス
に
比
し

て

『
極

め
て
些

細
な
程

度

ア

ビ

に
於

て
相
違
す

る
』
r
こ
ご
を
述

べ
、
且

つ
『
彼

れ
の
出

版
物

に
負

ふ
所
は
極

め
て
大

で
め
る
」
旨

を
告
白

し
て
居
.る

の
み
な
ら
す

、
彼

れ

の
説

明
の
最
後

の
部
分

に
更

に
脚

註
を
加

へ
て
次

の
如

く
謂

ふ
。

『
地
代

の
起
源
及

び
増
進

に
關

し
て
余

の
述

べ
た

る
総

て
に
於

て
、
余

は

マ
ル
サ

ス
氏

が
、
同

一
問
題

に
關

し
て

説

苑

マ
ル
サ
ス
の
地
代
論
に
就
て
.

第
十
七
巻

(第
五
號

}
Q
九
)

七
〇
七

4,

5)

6♪

7)

s)
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説

苑

マ
ル
サ
ス
の
地
代
論
に
就
て
.

第
十
七
巻

(第
五
號

「
一
〇
V

七
〇
入

其

の
「地

代

の
性
質
及

び
増
進

に
關
す

る
研
究
」
に
於

て
極

め
て
巧
妙

に
設

定
し
だ

る
原
理
を
ば

、
た

努
簡
輩

に
繰

の

返

し
且

つ
説

明
せ
ん

ざ
努

め
た
』

ε
。

私

は
今

日
地

代
論

が
殆

ん
ご

リ

ヵ
ア
ド
の
名

に
依

っ
て
濁
占

さ
れ
て
居

る
こ
蓬
に
射

し

て
、
相
當

の
理
由

あ
る

こ
ε
を
認

む

る
に
薔

で
な

い
。
併

し
乍

ら

マ
ル
サ

ス
の
地

代
論
は

、
右

に
述

ぶ
る
が
如

く
、
箪

に
リ

カ
ア
ド

に
先

だ

つ
も

の
で
あ

る
ε
い
ふ
ば

か

り
で
な

く
、
其

は
経

済

思
想
史

の
見
地

よ
り
見

て
、
彼

れ

の
人

口
論

ε
同
じ
く
私

、

の
興
味
を
惹

く

こ
ε
人
な

る
も
の
が
あ

る
。

=

け

地

代

に
關
す

る

マ
ル
ナ

ス
の
見
解

は
、
す

で
に
人

口
論

に
於

て
も
現

は
る

、
所

で
あ
る
が
M

彼
れ

の
読
を
見

る

り

上
に
最
も
重
要
な
も
の
は
、
リ
カ
ア
ド
の
摺
謫
す
る
所
の
「
地
代
の
性
質
及
び
増
進

に
聞
す
る
研
究
曜
で
あ
る
。
其

ぬ

後

に
至

っ
て
公

に
さ
れ
た
彼

れ

の
『
経

済
原
論
』
に
於

て
は

、
多
少

の
修

正
及

び
増
補

を
な

し

て
は
居

る
が
、
併
し

此

は
決

し
て
重
要

な
學

説

の
攣
化
を
示
す
も

の
で
は

な

い
。
私

は
以
下

春
分
『
研

究
』
ご
『
原

理
』
を
主

ε
し
て
取
扱

ひ
、
他

に
二
三

の
彼

れ
の
著
述

を
蓼

」照

す
る
。

倦

て

マ
ル
ナ

ス
の
『
研
究
」
は

一
入

↓
五
年

「
、
二

月

の
交
、
特

別

の
バ

ソ
フ

レ
ソ

ト
ε
し

て
公

に
さ
れ
た
も

の

で
あ
る
。
當
聴
す

で
に
政
治
経

済
上

の
時
事
問

題
を

ば
、

小
冊

子

ε
し
て
公

に
す

る
こ
ε
は
廣
く
行

は
れ

て
居

た

も
の
で
、
彼

れ
の
判
研
究
」
も
亦

そ
の

一
例
で
あ

る
。

此

の
黙

に
就

き
、
冊

子

の
巻

頭

に
揚
…ぐ

る
「
注

意
」
は
、

興
味

あ
る

一
の
事
實
を
物
語

っ
て
居

る
。
左

に
茸
ハ
の
全
文

を
課
出
す
.る
。

・

暴

の
小
冊
子
は
、
地
代
歯

す
る
域
・
記
録
の
實
質
を
包
含
す
・
。
此
経

済
學
に
儲
す
る
種
々
の
澗
響

欄

9)
10)

lI)
12)

ibid.,p,冨 亘,fooLnote・

人 口 論 第 二 版(1303)PP.459-460ε 、 第 三 版(,806)PP・265-266.ε の 間 に 於

て 、 マ ル サ ス の 地 代iこ 關 ず ろ見 解 ほ 大 に 騒 騒 為 示L.て 居 ろ 。
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噛

す

る
他

の
証
鍬

ε
共

に
、
余

が
東
印
度
大
學

に
於
け

る
激
授

の
職

務
中

に
集
録

し
た
も

の
で
あ

る
。

『
余

は
是
等

を
ば
、
早

晩
出
版
.の
形
式

に
附
す

る
積

り

で
あ

っ
だ
が
、
此

の
研
究

の
題

目
が
、
現
今

論
議

せ
ら

れ

つ

、
あ

を
論
題

ξ
極

め
て
密

接

に
關
嚇

せ

る
π

め
に
、

此

の
事

が
、
余
を

し
て
今

直
ち

に
之

れ
が
獲

喪
を
急
ぐ

に

至
ら

し

め
た
。

『
公

衆

の
知
嚢

に
謝
し

て
何
等

か

の
貢
献
を
な
す
手
段

を
有
す

る
者
は
、

輩

に
貢
献
す

る
ε

い
ふ
詐
り

で
は
な
く

其
が
最

も
適

當
で
あ

る
ε
思

は

る

、
時
機

し
於

て
之
を

寫
す

こ
蓬
が
、
其

人

の
義

務

で
あ

る
。

『若

し
も
譲
者

に
・し
っ
て
、
此

の
論

説

の
性
質

が
馬

バ

ソ

フ
レ
ツ
ト
の
形

式

に
適

し
な

い
檬

に
見

ゆ

る
な
ら
ば
、

余
は
之

に
謝

し

て
、
元
來

こ
れ
は
斯
く

一
時
限

り

の
形

態
を
目
的

・し
し
て

企
て
だ
も

の
で
な

い
ε

い
ふ
事
を
以

つ

瑚

て
陳
謝

せ
ね
ば
な
ら

澱
」

ε
。

右

に
依

り

て
明
ら

か
な
る
如

く
、
マ
ル
サ

ス
は
當
時

『
経

済
學

に
關
係

あ

る
種

々
の
問

題
」
を
「
早
晩
出
版

の
形
式

に
附
す

る
積

b
」

を
以

っ
て
計
豊
を
進

め
て
居

た
も
の

で
、
此

の
小
冊
子

の
貴
賓

は
即

ち
彼

れ
の
輕
濟

理
論

の

一

部
を
成
す

も

の
で
あ

る
。
そ

れ
に
も

拘
ら

す
特

に
『
地

代

に
關
す

る
成

る
記
録
」
を
抽
出

し

て
、

こ
れ
が

『
獲
表
を

急

ぐ

に
至

っ
た
」
所

以

の
も

の
は
、
即

ち
其

の
當
時

の

事
情

の
然

ら
し

め
π
所

で
あ

っ
て
、
彼

れ
は

其

の
特

を
以

っ
て
、

之
を
聾
表
す

る

に
就

き
「
最
も
適

當
で

あ
る
ε

思
は

る

、
時

機
」
ε
考

へ
た
か
ら
で
あ

る
。
藪

に
於

て
彼

れ

の
地
代
論

な

る
も

の
は

、
決

心
て
そ

の
時

代
を
離

れ
て
見

る

べ
か
ら

ざ
る
も

の
ε
な

る
。

私
は
以
下
英

国

に
於
け

る
賞
牌

の
経

済
上
肚
會

上
の
實
情
を
略
説
す

る
こ

ξ
に

よ
り
、
彼

れ

の
地

代
論

が
如

何
な

る
使
命
を

持

っ
て
生

れ

た

か
を
見

る
で
あ
ら

う
。
.

説

苑

マ
ル
サ
ス
の
地
代
論
に
就
て

第
十
七
巻

(第
五
號

】
一
一)

七
〇
九

13>AnInquiryintothenatureandprogressofrent,Advertisement
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説

苑

マ
ル
サ
ス
の
地
代
訟
に
訟
て

「

第
†
七
巻

(鎗
五
號

「
=
㎝)

七
「
O

罠

一
七
九
三
、
四
年

よ
り

】
八

一
四

、
五

年

に
至

る
二
十

年
間

は
、
英
国

の
経
済

史
上

に
於

て
最

も
興
味
あ

る
部

分
の

　
で
め

る
。
其

は
輩

に
・産
業
革
命
期

の
中

心
を
な

す

の
み
な
ら
す

、

一
方
に

ナ
ポ

レ
オ

ン
戦
争

の
滲

漏

を
蒙

り
、
他

方

に
国
民
生
活

上

の
危

機
に
頻

せ

る
時
期

で
あ

る
。
私

は
左

に
當
時

の
経
済

状
態

に
就

て
唇

に
國
民

生
活

の
方
面

に
關
す

る
二
三

の
顕
著
な

事
實

を
指
摘
す

る
で
あ
ら
う
。

先

づ
第

一
に
穀

物

の
償
格
に
就

て
見

る
に
、
恰

も
此

の
二
十
年
間

は
、前

例

な
き
暴
騰

及

び
動
揺
を

な

し
π
時
期

で
あ

る
。
.今
小
変

の
李
均
債
格
を

以

っ
て

一
例
を

示
す

な
ら
ば
、
一
七
九

二
年

に
於

て

一
ク
ォ
ー
タ
ー
四

一
志
九
片

な
り

し
も

の
が

　
八
○

㎜
年

に
は

=

五

志

一
一
片

だ

な
り
、
此

の
年

の
端
境
期

に
は

一
入
○
志

の
驚

く

べ
き
高

.

償
を

示

し
て
居

る
。
而

し
て
二

年
後

の

　
八
〇
三
年

に
は
青

毛
志

一
片

に
T
り

、

】
八

一
二
年

に
ぼ

再
び

　
二
二

均

志
入
片

の
最
高
卒

均
を
示

し

て
居

る
。

第

二
に
、
此

の
如

き
穀
償

の
暴
騰

に
際

し
、
勢
働
者

の
賃

銀
が
如

何

に
攣

動

し
セ
る

か
は
、
最
も
注
意
を

要
す

る
黙

で
あ
る
が
、

ポ

ー
タ

ー
は

之

に
就

て
次

の
・如

く
謂

ふ
。

『
或

は
二

三
の
場

合

に
は

、
勢
賃

の
騰

貴
は

あ

っ
た
が

、
併
し

そ
れ

は
盟
・に
熟
練
職

工
に
の
み
起

っ
た
こ

ε
で
、

そ
れ

で
さ

へ
此

の
騰
貴
は

、
総

て
の
生
活
必
要
品

の
出

費

の
増
加

に
射

し
で

、
全
く
「釣

合
は
ざ

る
も

の
で
あ

っ
た
。

「
軍
な
る
勢
働
者
一

其
の
手
足
ε
筋
力
以
外
に
市
場
に
齎
す

べ
き
何
物
を
も
有
し
な

い
螢
働
者
は
、
高
き
償
格

に
資
す

る
か

、
る

【
部
の
補
償

に
も
與
ら
す
し
て
、
最
も
多
く
の
場
合
に
於
て
、
戦
前

に
支
携
は
れ
π
ご
同
様
又

鳳
そ
れ
に
近
き
勢
賃
を
得

る
泥
あ
に
、
仕
事

に
あ
削
鮒
か
ん
ε
し
て
頻
b
に
競
争
し
だ
』

ε
。

.ユ4)Porter,ProgressoftheNation3rded.,

・15)Porter
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借

て
此

の
如
き
穀
債
暴
騰

の
場
合

に
、
此

の
如

き
勢
佳景
を
以

っ
て
生

活

せ
ね
ば

な
ら

源
勢
働
階
級
が

、
常
時

如

何

な

る
困
窮

に
陥

つ
陀
で
あ
ら
う

か
は
容
易

に
根

際

さ
る

、
。
即
ち
今

や

「
飢
磯
は
刻

々

に
迫

り

つ

、
あ

っ
た
の

み
な
ら
す
、
蜜
際

に
起

つ
セ
』

の
で
あ

る
。

さ
う
し

て
米

騒
動

(つご
諾
騨
α
空
o
邑

は
前
後
数

回
到

る
塵

に
勃
撰

し

て
、
砒

曾
的

不
安
は
英
国

の
全
土

に
漲

っ
た
の
で
あ

る
。

カ

ニ
ン
ガ

ム
は
謂

ふ
。

「
ヲ
ー

タ
ー

ル
ー
の
戦

に
至
る
二
十

五
年
間

に
於

て

、
穀
物

の
雫
均
償

幣
は
極

め
て
高

か

っ
た
。

ざ
う

し
て
此

の

期
間

に
於

て
、
「
飢
餓
時
代
」
ご
し
て
正
常

に
記
滋

さ

る

べ
き
時
期

が
二
三

に
止

ま
ら
な

か

っ
た
。

「
暴

動
は
或

る
場

合

に
は
機
械

の
採

用

に
依

っ
て
惹

起

さ
れ

た
こ
謂

は
れ

て
居

る
が
、
併

し
通
常
暴
動

の
勃

獲
は

窮

乏

の
時
期

に
起

つ
た
。

さ
う

し
て
米

騒
動

は
、
産

業
改
善

の
行
は
れ
な

い
多

く
の
場
所

に
於

て
も
存

在
し

た
の

で

あ
る
」

ε
。

、

是
等

の
米

騒
動

の
中
景

も
有
名
な
も

の
は

、

一
七

九
五

年
に
勃
獲

し

た
も

の
で
め
ら

う
。

「
↓
七
九

五
年
は

.
貧
民
階
…級

に
ε

つ
て
大

き
な
災

難
慌年
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

ニ
ケ
竿

打
纏

い
た
凶
作

は
、
小
変

の
孕

均
償
格

を
暴
騰

せ
し

め
た

の
で
あ

る
。

・・・…
米

騒
動
は

ω
葛
器
解

しd
冒
巳
ぎ
讐
p
日
・
Z
o
蕃
昌
σq
富

屋

∩
8
〈
Φ暮
「琉

及

び
其
他
の

諸
所

に
勃
獲

し
た
。

「
七

月
二
十

九
日

、
ω
♂
0
8
「σq
o、・・
聞
屋
房

に
行
は

れ

た

一
大
集
會

に
於

て
は
、
国
王

に
謝
す

る

「
の
建

白
書

が
票

決

せ
ら
れ
、
数
多

の
決

議
が
通
過
し
た
。

…
…
就
中
食

物

の
高
償

に
謝
す

る
救
済

ε
し
て

の
李

和
が

要
求

さ
れ
た
。
.

「
議

會
は
十
月
二
十
九

日

に
召
集

さ
れ

た
。

十

五
萬

人
め

大
衆

が

集

ま

っ
た

ご

謂
は

れ
て
居

る
、

∩
○
『
口
証
鵬
9

コ
9
α
ψ

ま
碧
擦

目Φ
げ
。
需

の
會
合

で
は
、
国
王

に
謝

し
て
議
會
改

造
、
首
相
更
迭

及

び
即

時
年

和
を
歎
願
す

る
諫
奉

読

苑

マ
ル
サ
ス
の
地
代
論
に
就
て

第
十
七
巻

(第
五
號

一
[
三
)

七

「
「
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、

眈

苑

マ
ル
サ
ス
の
地
代
論
に
就
て

第
十
七
染

(簾
五
號

一
】
四
)

七

」
二

書

が
議
決

せ
ら
れ

π
。

『
国
王

の
議
曾
開
院

式

へ
の
行
幸

に
際

し
て
、
多

撒

の
群
集

は

、
之
を
間

ん
で
叫
號
し
た
。

パ

ン
を
與

へ
よ
!

珊

琴
和
を
来
せ
!

ピ
ッ
ト
を
葬
れ
!

ε
』

以
上
述
ぶ
る
が
如
き
穀
慣
の
暴
騰

ご
、
之

に
伴

ふ
勢
働
階
級
の
困
窮
に
謝
し
て
、
最
も
極
端
な
る
樹
照
を
な
し

だ
も
の
は
、
地
代
の
騰
貴

ご
之
に
俘

ふ
地
主
及
び
資
本
家
階
級
の
逸
樂
で
あ
ら
う
。
ト
イ

ン
ビ
ー
は
之
に
就
て
次

の
如
く
謂
ふ
。

、

「
農
業
に
於
け
る
顕
著
な
事
實
は
、
地
代
の
法
外
な
騰
貴
で
あ
る
。
革
命
以
來

一
七
九
五
年
ま
で
、
地
代
は
成

る

個
所

に
於
て
は
騰
貴
し
た
け
れ
こ
も
、
他
の
個
所

に
あ

っ
て
は
停
止
し
て
居
旋
。
併
し
乍
ら

一
七
九
〇
年
ご

一
入

三
〇
年
の
間

に
於
て
、
ポ
ー
タ
ー
に
從

へ
ば
.
其
は
少
く
ε
も
倍
加
さ
れ
セ
し

ご
。

今
ポ
ー
タ
ー
に
從

っ
て
最
も
顕
著
な

一
二
の
例
を
左
に
示
す

で
あ
ら
う
。

「
穿
港
図
地

方
に
於
て
は
…
…
…
佛
國
革
命
戦
争

ゆ
直
ぐ
前
に
は
、

一
英
町

一
〇
志
翔
下
を
も

つ
て
貸
し
た
も
の

が
、
此
の
戦
争
中
に
迅
速

に
騰
貴
し
て
、
四
五
乃
至
五
〇
志
を
支
描
ふ
に
至

っ
セ
。

「
野
「厨
年
。
及
び

≦

諺
年
。
に
於
て
は
、

↓
七
九
〇
年

皿
英
町

一
四
志

に
貸
し
た
農
地
が
、

一
八

一
〇
年
に
は

五
倍
に
騰
貴
し
て
七
〇
志
の
地
代
を
地
主
に
齎
し
た
」

ε
。

)れ

此
の
如
き
地
代
の
騰
貴
は
『
地
主
階
級
の
前
例
な
き
所
得
の
増
加
」
を
疎
し
だ
の
み
な
ら
す
、
同
時
に
農
業
企
業

家
の
利
得
を
人
な
ら
し
め
だ
こ
ε
も
亦
顕
著
な
事
實
で
あ

っ
た
。

ト
イ

ン
ビ
ー
は
謂

ふ
。
.

.

「
農
業
家
も
亦
地
主

の
富
裕
の
分
け
前

に
奥

つ
た
。
…
…
…
其

の
結
果
ε
し
て
彼
等
の
性
質
は
全
く
攣
化
し
、
彼

18)

19♪

20♪

21)
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等
は
自
己
の
響
動
を
以

っ
て
働
き
且

つ
生
活
す
る
こ
ε
を
止
め
て
、
特
段
な
る
階
級
ε
な
っ
て
来
た
。

『
此
の
期
間
に
於

て
彼
等
の
富
は
、
之
を
如
何
に
慮
理
す

べ
き
か
に

つ
き
困
惑
を
蔵
す

る
ほ
こ
迅
速
に
増
加
し
た

彼
等
が
如
何
に
し
て
費
す

べ
き
か
を
知
ら
ざ
る
ま
で
に
、
多
く
の
貨
幣
を
手
に
入
れ
た
結
果
ε
し
て
、
彼
等

の
習

慣
は
全
く
愛
化
し
て
、
新
た
な
る
食
物
ε
調
度
類
並
び
に
奢
侈

ε
飲
酒
が
起

っ
て
來
た
』
ε
。

此

の
如
き
極
端
な
る
封
照
一

・夢
働
者
の
飢
餓

ε
地
主
資
本
家
の
逸
樂
1

が
、
民
衆
の
社
倉
的
戚
情
を
激
成

し
た

こ
ε
は
極

め
て
當

然
で
あ
ら
う
。
か
く
て
地
主

の
地
代

を
不

當

ε
す

る
、
、
尾
o
ム
磐

皇
o
a

.

の
思
想

は
、
次
第

に
高

め
ら

れ
π

の
で
あ

る
。
之

を
具
鵠
的

に
代
表

す

る

も
の
は
即

ち
當
時

の
土
地

改
革

論
者

(
団
雪

子
器
61
巷

醇
)

で
あ
ら

う
。

ゴ
ド
ウ
井

ン
其
他

の
主
張
す

る
無
政
府
共

産

主
義

は

、

マ
ル
サ

ス
の
人

口
論

に
依

っ
て
跡
.方
も

な
く

消
滅

し
た
け
れ
こ
も
、

ス

ペ
ソ
ス

一
振

の
土
地
改

革
論

乃
至
地

主
放

逐
論

ば
、
以
上
述

ぶ
る
が
如

き
耽
會
的

事
情

鋤

の
下

に
、
樹

ほ
其
勢

力
を
有

し
た
り
し

こ
ご
は
明
ら

か

で
め
る
。
而

し
て

マ
ル
ナ

ス
が
是
等

の
主
張

に
蜀
し

て
も

助

.

赤
蕪
關
心

陀
b
得

ざ
り

し

こ
疋
は
、
す

で
に
そ
の
入

口
論

に
於

て
炭
は

る

、
所
な

る
が

、
此

の
如

き
思
想

の

一
面

が
特

に
當
特

の

一
経

済
學
者

ブ

カ
ナ

ソ
に
依

っ
て
述

べ
ら

る

、
に
及

ん
で
、

マ
ル
サ

ス
は
直

ち

に
起

っ
て
之
れ
が

排
撃

に
努

め
た
。
此

の
駁
論
が
即

ち
彼

れ
の
『
研
究
」
で

め
る
。

之
を
要
す

る
に

、

マ
〃
ナ

ス
の
地

代
論

は
、
以

上
流
}ぶ
る
が
如

き
時
代

の
特
徴

を
背
景

ε

し
て
、
間

接
に
は
之

に
依

っ
て
激
装

せ
ら
れ

た
肚
會

思
想

に
謝

し
、
直

接

に
は

ブ

カ
ナ

ソ
の
地

代
論

に
観

し

て
、
其

の
鎭
厘

ε
駁
撃
を

目
的

亡
し
て
公

に
し
た

も
の
で
あ

っ
て
、
此

の
如

く
見

る
こ
ε
に
よ
b
彼

れ

の
地
代
論
は
新

セ
な
興
味

を
惹

き
得

る
の
で
あ

る
。

説

苑

マ
ル
サ
ス
の
地
代
論
序
凱
て

第
+
七
巻

(第
五
號

=

五
)

七
「
三

22)
25)
24)
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醗

苑

マ
ル
サ

ス
の
地
代

論
に
就

て

第
十
七
巻

(第
五
號

一
=
C

七

一
四

四

マ
ル
サ

ス
が
直
接

の
論

敵
ξ

し
陀

る
ブ

カ
ナ

ン
の
地

代
論
は

、
彼

れ
が

一
入

一
四
年
公

に
し

た
る

ス
ミ
ス

『
諸

国
民

の
富
』

の
版
本

・〔註

こ

に
於
け

る
多

く

の
脚

註
、

及

び
附
録

無

二
〉
に
散
見
す

る
も

の
で
あ

る
。
今

こ
れ
等

＼

に

依

っ
て

彼

れ

の

地

代

論

の
特

徴

を

述

べ
る

で

あ

ら

う

。

註

一
、
止

り
版
本
催

一
八

】
七
年

に
至

っ
て
第
二
版

か
重
ね
、
ま
れ

一
入
四
三
年
に
は
佛
語

に
醗
諜

ぜ
ら
れ
て
居

ろ
の
な
見
れ
ば

、
當
時
相
當

に
行

に
れ
た
も
の
で
め
ら
う
。
私

が
此
の
第

】
脈
々
利
用
し
得
九
の
ば
、
全

く
入
原
肚
會
問
題
研
究
所

の
好
意
に
依

ろ
。
其
の
第
二
版

ば
東
京
帝
国
大

學
の
『
田
尻
文
庫
』
に
職
め
ら
れ

τ
居
た
筈
で
あ

っ
六
が
、
今
で
は
大
原
研
究
所
の
此
の
猿

本
が
恐
ら
く
吾
國
唯

]
の
も
の
で
あ
ら
　
。

註

二
、
此

の
附
録
が
即
ち
プ
カ
ナ

ン
版
本

の
第
四
巻

な
慨
す
も
の
で
あ

っ
て
-
扉

ト
に

9
・婁

・
・ま

…

8

豪

。。
・薯

・
↓二

・舞

亀

鑑

ゴ

【
)
い

3

搾
プ
、
し・

一
.石

玉

q

四三

o

葺

σ

Z
讐

ロ
周
①

p
p
O

∩
p
⊆
呂

の

o
出

盛

①

♂
く
①
巴
ド
げ

o
「
Z
胆
二
〇
調
の

ぐ」
し

て

あ

る

。

Ω
o
コ
ロ
ゆ
H

に

從

へ
ば

、

彼

れ

が

後

匡
公
t

た

・雪

号

・忍
.
三

ゴ
。
.『
器

ま

:

a

o
。
已
壽

・ユ
ー喝

。
亘

。
「
o
・窯

望

邑

・ろ

・。
全
)
.

な

ろ
著
述
は
、
冶

の
附
録
々

完
成
し
六
も
の
で
あ
ろ
が
、
両
者
の
間
に
ば
殆
ん
ご
何
等
の
整
歩
か
も
示
し
ヂ
、
居
ら

ぞ

・
い
ふ
。

倦

て

『
地

ま

は

他

の

人

々

ε

同

じ

く

、

彼

等

の

蒔

か

ざ

る

所

に

刈

り

取

る

こ

ご

を

好

み

、

且

つ
土

地

の

自

然

的

助

生
産
物

に
封
し
て

さ

へ
地

代
を
要

求
す

る
」

も
の
な

る

こ
ε
は
、
既

に
早
く

ス
ミ

ス
の
注
意
す

る
所

で
あ
る
。
今

鋤

プ

カ
ナ

ソ
も
亦
「
地

主
が
斯

く
す

る
」
こ
ご
を
認

め
る
。

而

し
て
彼

れ
は
更

に
…進
ん
で
自
ら
問

ふ
。

『
併

し
乍

ら
問

題
は
、
此

の

一
見

不
合
理
な

る
要
求

が

、
何
故

に
か
く
ま
で

一
般

的

に
承
認

さ
れ
る

か
に
あ

る
、

他

の
人

々
も
亦
彼
等

の
蒔

か
ざ

る
所

に
刈
り

取
る

こ
ご
を
好

む
。
併

も
た

y
地
主

の
み
が
、
爾

か
く
望
ま

し
き
封

魍

.

象

を
獲
得

し
終

ふ

る
が
如

く
見

え
る
の
は

、
抑
も
何
故

か
P
」

ε
。

之

に
墨

し

て
ブ

カ
ナ

ン
の
自

ら
答

ふ
る
所

は
、
結
局
す

る
所

、
自

然
的
凋

占
説

に
締

着
重

る
。
詳
言

せ
ば
.
穀
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26)
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、

'

足

物

の
償
諮

は
『
全
く
其

の
生
産
費

ε
關
係
な
く
』
決

定
せ
ら

れ

る
も

の
で
あ

っ
て
、
)
一
方

に
於

C
は

『
あ
ら

ゆ

る
種

助

類
の
粗
生
々
霧

歯

す
る
需
警

・
進
歩
し
た
・
啓

於
て
は
極
笑

で
あ
占

他
方
・
於
て
は
、
「霧

の
供

楓

盤

、
耕
作
・
れ
得
・
土
地
・
嘩

依
・
て
制
限
・
㌫

・
・
、
穀
・
・
讐

嘗

『
雀

利
潤
・
盗

W
.

擲

つ
た
後
に

一
定
の
剰
鯨
を
残
す
」

こ
れ
が
即
ち
地
代
で
あ
る
ご
謂
ふ
。
彼
れ
は
更
に
進

ん
で
、
土
地
の
自
然
的

響

　

毟

る
地
代
は
・
人
爲
的
響

業
に
於
け
る
利
潤
茎

箕

の
養

を
同
じ
う
す
・
・
喜

主
張
す
・
。

風

向

-
・

い

麟

「
獅
古

の
利
潤
は
精
密
に
地
代
ご
同
様
の
根
撮
に
立
つ
。
(
普
通
の
)凋
占
は
、
地
代
の
場
合
に
自
然
的
原
因
に
よ

曲

血

㊥

の

り
て
な
さ
る

、
所

の
も
の
を
ば
、
人
爲
的
に
な
す
も
の
で
あ
る
。
其
に
市
場

の
供
給
を
制
限
す

る
こ
ε
に
依
り
、

鳴

卸

鳴

繍

鞭
難
　黙
黙
一　↓　蝦
沿
掃
　

鷲

犠

其
は

「
般
肚
會
の
富
を
増
進
す
る
も
。
で
な
鴨

從
っ
て
そ
範
は
唯

一
の
税
源
で
、
な
兄

彼
れ
は

蜘
鰍

B

P
B
沁
B
B

.

「
此

の
見

解

よ
b
見

る
時

は
、
地

代
は
肚

曾

の
富

を

一
般

的

に
増

加
せ

し
む

る
こ
ε
は
出
来

な
い
。
何

ε
な

れ
ば

ラ

ラ
ラ
ラ
ラ

合

間

題
こ
す

る
純

剰
飴

(即

ち
地
代

)
は
、
軍

に

一
の
階

級

か
ら
他

の
階

級

へ
移

聴

し
た
牧

入
に
過
ぎ
な

い
か
ら
。

28
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説

苑

マ
ル
サ
ス
の
地
代
論
に
就
て

第
十
七
巻

(第
五
號

一
一
入
)

七

「六

さ
う
し
て
此

の
如

く
軍

に
手
を
替

へ
る
に
過

ぎ
な

い
ε

い
ふ
事
情

か
ら

し
て
、
租

枇
を
支
彿

ふ
所

の
資

源
が
地

代

か
ら
生

じ
て
來
な

い
こ
ε
は
明
ら

か
で
あ

る
。
土
地

の
生
産
物

に
謝

し

て
支

彿

ふ
所

の
牧
人
は
、
す

で
に
此

の
生

産
物
を
購

入
す

る
人

々
の
手

に
存
在
す

る
。

さ
う

し
て
若

し
も
生
活
資
料

の
償
絡

が
低

か

っ
た

な
ら

破
、
地

代
は

依
然

ξ
し
て
其

筈

の
消
費
者

の
手

に
残

存
し

、
從

っ
て
恰

も
、
穀
物

の
高

き
債
格

に
依

っ
て
地

代
が
地

主

に
移
轄

謝

し
た
る
場

合

ε
同

じ
く
、
租
税

ε
七

て
役
立

ち
得

る
で

あ
ら
う
」

ε
。

第

二
に
、
地

代
は
軍

に
計
會

の
富
を
増

進

ぜ
ざ

る
Q

み
な
ら

す
」

一
般
肚

曾

の
消
費

者

に
ご
り
有

害
な

る
結
果

を
齎
す

も

の
な
b

ご
主

張
す

る
黙

に
於

て
、
彼

れ
は

ス
ミ
ス
以
來

の
當
時

の
畢
説

に

↓
歩
を
進

め
て
居

る
。
蓋

し

地

代
を
以

っ
て
、
.入
爲

的
濁
占

業

に
伸

協
濁
占

利
潤

ご
同
観
す

る
彼

れ
に
あ

っ
て
、
此

の
読

あ

る
は
極

め
て
當
然

で
あ
ら
う
。
彼

μ
は
謂

ふ
p

㌦

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
農

業

の
有

利
な

る

こ
ε

を
評
値

し

π
所

の
純

剰
飴
ば

、
明

か
に
其

の
生

産

物
璽

"向
き
贋
格

か
`

ら
出

で
來

る
も
の

で
あ

る
。
此
は

そ
れ
を
受

け
る
所

の
地
‡

に
ε

つ
て
如
何

に
利
益

で
あ
ら

う

ご
も
、

そ
れ
を
支

佛

ふ
所

の
消
費

者

に
ε

つ
て
利
益

で
な

い
こ
ε
は
確

か
で
あ

る
。

『
若

し
も
農
業

の
生
産
物
が
、

一
層
安

い
償
格

を
以

っ
て
喪
ら

れ

る
な
ら
ば

、
耕
作

の
諾
費
用

を
支

軸

つ
だ
後

に

同
様

の
純

剰
飴
は
残

ら
な

い
で
あ
ら
う
。

…
…
…

さ
う

し
て
唯

一
の
相
違

は
訣

の
黙

で
あ
ら
う
。
即

ち
前

に
は
高

き
債
格

に
依

っ
て
地
主

が
就航
會

の
損
失

を
以

っ
て
富
裕

`
な

っ
た
が
、
今
度

は
安

い
償
格

に
依

っ
て
肚

會
が
地
主

の
栂
…失
を
以

っ
て
利
益
を
得
…
る
で
あ
ら
う
。

.

『地

代
叉

は
純
剰

飲
が
作
り
揖

さ
る

、
所

の
高

い
債
絡

は

、
農
産

物
を
宣

る

べ
き
埴

土
山を
利
得

せ
し
む

る
も

の
で
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鋤

あ

る
が
、
此

は
同
じ
割
合

を
以

っ
て
之
を
購

入
す

る

人

々
の
雷

を
減
少
す

る
…
…
』

冠
。

要
す

る
に
ブ
カ
ナ

ソ
の
地
代

論
は

、
地

代
を
以

っ
て
普

通

の
鵜
苫
利
潤

ε
同
観
す

る
の
黙

に
於

て
、
從

っ
て
又

そ
れ

が

一
般
消
費
者

に
ご
り
極

め
て
有
害

な
り

ご
な
す

の
勲

に
於

て
、
著

し
き
特
徴

を
有
す

る
も
の
で
あ

る
。
而

し

て

彼

れ

の
地
代
論
-

殊
に
地
代
が
輩

に
地
主
の
利
益
た
る
に
止
ま
り
、

一
般
吐
會
は
之
れ
に
よ

っ
て
徒
ら

に
高
債
な
穀
物
の
購
買
を
強

い
ら
れ
て
甚

し
き
不
利
益
を
蒙
b

つ
、
あ
み
ε
な
す
彼
れ
の
主
張
-

が
、
當
時
の

反
地
主
熱
に
謝
し
て
如
何
な
る
影
響
を
與

ふ
べ
き
か
は
容
易
に
想
像
さ
る

、
所
で
あ
る
。
今
若
し
此
の
如
き
地
代

論
が

一
般
的

に
承
認
さ
れ
て
、
之
が
経
済
學
上
の
権
威
に
依

っ
て
當
塒
の
肚
會
運
動
に
理
論
的
根
擦
を
與

へ
た
も

の
ε
す
れ
ば
、
弦

に
最
も
甚
だ
し
き
恐
怖
を
賊
す

る
も
の
は
地
主
階
級
即
ち
當
聴

の
貴
族
階
紙
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

諏
。
彼
等
は
何
人

の
眼
に
も
明
ら

か
な
る
不
勢
階
級
で
あ
る
。
さ
う
し
て
過
去
二
十
年
間
に
於

て
、
未
曾
有
の
穀

物
騰
貴
に
依

っ
て
莫
大
な
る
暴
利
を
貪
り
得
た
る
に
飽
か
す
、
更

に
牛
和
克
服
よ
り
凍
る
穀
候
の
低
落
を
避
け
ん

が
淀

め
に
、
戦
時
償
幣
を
維
持

せ
し
む

べ
き
穀
物
條
例
を
ぱ
、
自
ら
改
定
す
・べ
く
急

い
で
居
る
時
で
あ
る
。
此
の

.

時
プ
ヵ
ナ
ソ
の
版
本
が
公
に
せ
ら
れ
、
而
し
て
撒
月
を
出
で
す
し
て

マ
ル
サ
ス
の
時
代
論
が
公

に
せ
ら
れ
た
の
で

め
る
。
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